
水稲群落の地上測定式植被率計測システム

地上から水稲群落をビデオカメラレコーダで撮影後に、記録映像をＰＣ内［要約］

、 、 、に入力し 植被率を算出するシステムは 軽労かつ高能率に葉面積指数を把握したり

幼穂形成期に㎡当たり籾数を予測する手法として活用できる。

平成１５年度農業総合センター・農業試験場・栽培部・作物担当 ［実施期間］

農産 革新的技術 県単 研究［部会］ ［分野］ ［予算区分］ ［成果分類］

［背景・ねらい］

水稲の生育情報を収集するために、手作業で草丈、茎数、葉色を調査した現状では、

り、抜き取り調査で葉面積指数や窒素吸収量を算出する調査法が行われている。しかしな

、 、 。 、がら これらの調査法は 重労働かつ低能率であることから測定点数は限られる そこで

軽労かつ高能率に生育情報を収集できるシステムを開発する。

［成果の内容・特徴］

① 地上測定式植被率計測システムは、映像取得部と処理部により構成される（図１ 。）

ａ 映像取得部

近赤外域の撮影が可能なビデオカメラレコーダにＩＲフィルタとＮＤフィルタを装着

し、水稲群落の映像を記録する。

ｂ 映像処理部

記録映像をビデオキャプチャボードを介して、ＰＣのハードディスク内に取り込み、

調査ポイントを映像処理ソフトで静止画（ＢＭＰ）として保存する。植被率は、静止画

の中央部を抽出したものを画像処理ソフトで２値化処理を行うことで算出する。

② 全量基肥体系で植付本数の異なる、移植水稲「コシヒカリ」の植被率（水稲群落の田

面被覆割合）は、穂首分化期（出穂32～33日前）頃まで、葉面積指数（ＬＡＩ）と高い

相関が認められる（図２ 。）

③ 葉面積指数（ＬＡＩ）は次のように定義され、生育量の指標である。

葉面積指数（ＬＡＩ）＝採集した葉の面積の合計÷葉を採集した面積

④ 移植時期と肥培管理の異なる、移植水稲「コシヒカリ」において、幼穂形成期頃（出

穂25日前頃）の植被率と、成熟期における㎡当たり籾数との間には、相関関係が認めら

れ、植被率が高くなるにつれて、㎡当たり籾数が増加する傾向が認められる（図３ 。）

［成果の活用面・留意点］

① このシステムを生育診断に活用するためには、複数年のデータを解析していくことが

必要である。



［具体的データ］

［その他］

・研究課題名

大課題名：バイオテクノロジー、ＩＴ等を活用した革新的技術の開発

中課題名：ＩＴを駆使した新時代の農林水産技術の構築

・研究担当者名：中井 譲、北浦裕之、吉岡ゆう、藤井吉隆、森 茂之（Ｈ１５）

・その他特記事項：特になし

図３　幼穂形成期頃の植被率と㎡当たり籾数の関係
（2003年、安土町大中、「コシヒカリ」）
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図２　植被率と葉面積指数との関係（2003年、安土町大中）
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※　品種：「コシヒカリ」、5/13移植、基肥：6㎏Ｎ/10a（全量基肥体系）、裁植密度：70株/坪、
植付本数：４～８本

調査日


